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森林は木材生産に代表される生産機能から，水源涵養，国土保全などの環境保全機能，

レクリエーションなどの文化的な機能まで，様々な機能を有している。この森林の多面

的機能についての人々の関心が高まるにつれて，その科学的評価に対する要請が日増し

に強まっている。しかし，これまでの森林機能評価に関する研究を見ると，理論的にも，

方法論的にも森林の多面的機能を的確に評価する水準に達していない。それに対応して，

多面的機能を発揮させるための森林整備や管理に関する研究も遅れている。したがって，

実践的な見地からは，多様な森林情報を収集・処理し，その情報を基に森林機能を評価

し，さらにその結果を森林管理に活かす総合的な森林管理手法の開発が急務となってい

る。本研究で研究対象地として選んだ「朝日の森」は，そのような要請に迫られている

森林の一つであり，昭和 54 年７月に滋賀県朽木村内の朝日新聞社有地内に設けられ，四

半世紀にわたって，「森林環境基地」，「人間と自然とのふれあいの場」として住民や市民



に様々なアメニティを提供してきた。現在も，森林環境教育等の観点から，朝日の森に

対する市民の期待や要請は大きい。 

そこで，本研究では，朝日の森を対象として森林の機能評価に関する研究を次の６つ

の観点から進めることにした。 

①森林情報の処理，森林管理の基礎として森林 GIS を構築する。②GIS 情報を利用し

てポテンシャルの面から森林機能の定量的評価を行う。評価の対象とした機能は，森林

の「水源涵養」，「保全文化」，山地防災及び「木材生産」機能の４つであり，その評価結

果に基づいて，森林のゾーニン方法を検討し，森林機能を考慮した朝日の森の森林区分

を試みる。③森林の生物多様性を，樹木群集の生態系の観点から定量的に評価する。さ

らに，野鳥の生物多様性を保全するために，ランドスケープフォレストリーの観点から

管理方針の策定方法を検討する。④様々な角度から，森林レクリエーション機能の経済

的評価を行う。⑤最後に，本論文の構成や方法，得られた知見について総合的考察を行

う。 

第一章では，研究の背景と目的を述べると共に，従来の森林評価や森林区分，森林整

備・管理に関わる各種手法及び技術についてレビューの形で概説した。 

第ニ章では，研究対象地「朝日の森」の沿革，自然概況，植生，運営組織，施設，レ

クリエーション活動，訪問者等についてその概況を述べた。 

第三章では，森林情報の収集・処理，森林管理などに資することを目的に，まず，地

理情報システム（GIS）を構築し，次いで，それを利用して，ポテンシャル面から森林の

「水源涵養」，「保健文化」，「山地防災」及び「木材生産」機能の４つの機能を定量的に

評価した。評価単位は小班である。評価結果は，機能別の分布図及び優勢機能の分布図

の形にまとめた。さらに，それらの機能評価結果と階層クラスタ方法（Hierarchical 

Cluster Analysis），四つの基準に基づく森林のゾーニング手法を開発し，森林機能に立

脚する森林管理のための朝日の森の土地利用区分を試みた。 

本章のアプローチの第一の特徴は，それぞれの情報を有機的に結びつけて，総合的に

ゾーニングする点にある。その背後では，ＧＩＳという技術や階層分析法という数理手

法，森林の機能を多元的な観点からみる四つの基準，そしてそれらを統合して最終的に

ゾーニングに結実させる人間側の知恵が一体となって働いている。第二の特徴は，本章

の方法は，直観的で，手続きが容易であり，その結果を迅速にモニタリングできるとい

う応用上の利点を有している。機械的にマニュアル操作でゾーニングするのでなく，Ｇ

ＩＳから出力された評価結果や分布図を見ながら多元的観点からゾーニング結果の調整



が可能である点にある。森林機能の評価結及びゾーニング結果を見ると，朝日の森の設

立目的及び位置，林相状態などから判断して，おおむね妥当な結果であると判断される。 

第四章では，森林生物多様性保全機能に関して，朝日の森全体を評価単位として，森

林樹木群集の空間構造に着目して，生態系多様性を定量的に評価した。次いで，野鳥の

生物多様性保全計画のための管理方針の選択に関して，ランドスケープフォレストリー

の観点から新たな方法を提示した。群集構造についてみると，全体的にはクリやリョウ

ブを交えたコナラ主体の森林であるが，かつての薪炭林の低木層にはネジキや常緑樹の

ソヨゴとアセビなどが多く生育し，尾根筋には高木性のアカマツなどがわずかながら分

布している。多様性指数を計算してみると，Shannon-Wiener 多様度指数 3.84，Simpson

多様度指数 0.11，Pielouの均等度指数 0.93 となった。Shannon-Wiener 多様度指数 3.84

は，他の暖温帯林と比べてやや高い。これは，朝日の森が暖温帯と冷温帯の境界に位置

すること，人為による撹乱を受けた二次林であることに起因しているものと考えられる。

Pielou の均等度指数 0.93 もかなり高く，このことは朝日の森の樹種構成に偏りが少な

くバランスがとれていることを示している。朝日の森は比較的に複雑で，安定な森林群

集と言える。 

生物多様性の保全とは，生物種そのものの保全と同時に，生息地となる生態系の保全

を意味する。そこで，まず，野鳥と森林生態系の関係を分析し，次いでその関係に基づ

いて white box を設計し，野鳥の多様性保全のための管理方針を比較検討した。その結

果，野鳥の多様性保全のためには，ランドスケープフォレストリーの観点から，80 年生

以上の老齢林の割合を 40％に保つことことが望ましいことが分かった。さらに，二次林

に関する施業の基本方針を定め，人工林施業には小面積皆伐と択伐の中間的性格を有す

る Small group selection が望ましと判断し，できるだけ自然の撹乱パターンに委ねる

施業方針を採用した。これらの施業を通じて，野鳥の生物多様性保全機能は，禁伐を基

本とする保存林タイプの施業より高まることがわかった。 

生物多様性の保全は，現在及び将来の利用を同時に考え，生物資源を維持しつつ持続

的に利用することを前提としている。本研究で試みた white box を利用したメンタルモ

デルの決定方法は人間の主体的判断や管理方針を考慮した計画方法であり，形式的な数

学方法よりも柔軟性に富んでいる。 

第五章では，朝日の森のレクリエーション機能に関する経済的評価を試みた。その際，

森林のレクリエーション価値を現実価値とポテンシャル価値の２つ概念に区分し，方法

論的には様々な角度から評価方法を検討した。分析の手順は，①環境経済学の手法 TCM



を用いて現実レクリエーション価値を評価する。②PABST の方法を見直し，朝日の森

の現実に応用できるように改善し，現実価値とポテンシャル価値の両方を求めた。後者

の評価にあたっては，レクリエーション価値と森林面積，住民人口の関係に着目した。

③朝日の森のレクリエーション価値から，平田，箕輪の方法を利用して，社会資本とし

ての朝日の森の資本価値を計算した。④ZTCM 方法，PABST 方法と箕輪方法の３つの

方法について考察を加えた。結果は次の通りである。 

１）TCM 法での評価結果は年 1106 万円，PABST 法でのそれは年 1119 万円で，その

差はわずか 13 万円である。二つの方法を比較すると次のようになる。 

①両者とも，旅行費用（貨幣費用と時間費用の２部分）を用いて現実レクリエーシ

ョン価値を評価する。②共に，訪問者の居住先によって地帯区分を行うが，分区の方法

には違いがある。③TCM 法は WTP を用いた評価方法に属するが，PABST 法は WTP

の以外の評価方法である。④PABST 法は計算方が相対的に簡単であり，結果も TCM 法

の結果に近く，応用価値がある。⑤PABST 法は現実レクリエーション価値を計算でき

るだけではなく，ポテンシャルレクリエーション価値も計算できる。今回は，朝日の森

のポテンシャルレクリエーション価値は 137,800 万円/ha と推定された。⑥森林のレク

リエーション価値と森林面積，住民の関係を解析することにより，レクリエーション価

値の動態的な傾向を明らかにした。 

２）次いで，レクリエーションの年評価値から社会資本としての朝日の森の資本価値

を推定する方法について述べる。 

この方法では，資本の価値は，レクリエーションの年評価値，朝日の森の管理運営期

間 u，それを取り巻く環境もしくは価値観のゆらぎの周期T の三者の関係から決定され

る。特に重要なのは， uとT の相対比の値である。本研究では，朝日の森の管理運営が

２５年にわたってなされてきたことを勘案し，u＝２５年とした。この想定の下では，T
＝２５年の時は，朝日の森の資本評価値はゼロとなった。これは，朝日の森の管理運営

を２５年という短い視野で考えるとその資本価値は無に帰することを意味している。実

際，朝日の森は，経済的理由から本年三月に閉鎖されたが，この判断は社会資本の実質

的維持という観点から不当であることが分かる。他方，極端な場合として，T ＝∞とす

ると，朝日の森の資本価値はレクリエーション年評価値の u倍となり，最大の正当な評

価を受け取ることになる。その他，T ＝５０，７５，１００年などのケースについて資

本評価値の変化を分析した。 

第六章では，本論文の構成と方法及び得られた知見について総合的な考察を行った。 


